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令和元年度

令和元年 7月28日日

●JR［東京駅］／地下鉄［大手町］駅→地下直結・B6出口直結
●JR［東京］駅→日本橋口徒歩1分

駐車場がございませんので、お車でのご来場はご遠慮願います。

←こちらより地図に
　アクセスして
　いただけます。
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　歯冠の形態は完全に遺伝的に決定される唯一の器官でありま
す。それゆえに口腔、咀嚼系の諸構造は歯に影響されるというこ
とであり、歯の形態そこには生理的な下顎位、下顎の機能的な運
動、効率的な咀嚼のパターン、顎骨の発育、咀嚼筋の機能、顎関
節の機能的な運動経路など多くの咀嚼システムの機能に関する情
報が凝集している。これらの理解を深めるためにWaxingは最も
有効な方法である。
　また最近では下顎運動計測器やCAD/CAMなどコンピュータ
が導入されソフトを使った歯牙形態作成など歯科界も大きく変革
しているが、CAMの工程で技工士に前述した必要不可欠な咬合
再構築のためのルールを供覧いただき、患者個々の口腔内に適応
する補綴装置の完成を目指したい。
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